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ラ
ム
」
と
は
異
な
り
、「
国
際
方

式
（
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ

ン
ス
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
イ
タ

リ
ア
語
）」
は
あ
く
ま
で
も
《
学

び
の
入
り
口
と
し
て
の
A
O
入

試
》
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
「
デ
ュ
ア
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
立
命
館
大
学

と
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
大
学

と
の
2
つ
の
学
位
取
得
を
目
指

し
、
国
際
文
化
学
域
（
英
米
文

学
専
攻
）
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
域
（
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
）
を
志
望
す

る
高
校
生
を
対
象
に
、
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
資
格
取
得
予
定
者
・

取
得
者
や
英
語
資
格
検
定
試
験

の
T
O
E
F
L 

i
B
T
®
な
ら

び
に
I
E
L
T
S
の
ス
コ
ア
を

要
件
と
す
る
も
の
で
す
。

国
際
方
式
第
２
弾

立
命
館
大
学
文
学
部
は
こ
れ

ま
で
、
様
々
な
入
試
を
通
じ
て
、

多
様
な
学
生
の
受
け
入
れ
を

図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
か

ら
は
そ
こ
に
、
新
し
い
A
O
入

試
と
し
て
、「
国
際
方
式
（
中
国

語
・
朝
鮮
語
／
キ
ャ
ン
パ
ス
ア

ジ
ア
）」が
加
わ
り
ま
し
た
。
キ
ャ

ン
パ
ス
ア
ジ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
日
本
・
中
国
・
韓
国
の
3
大

学
を
、
移
動
キ
ャ
ン
パ
ス
の
名

の
下
に
、
半
期
ず
つ
2
周
す
る

独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

「
国
際
方
式
（
中
国
語
・
朝
鮮

語
／
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
）」
で

は
、
東
ア
ジ
ア
研
究
学
域
に
進

み
た
い
受
験
生
を
対
象
に
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
欠
か
せ
な
い
中
国

語
、
朝
鮮
語
に
つ
い
て
、
そ
の

検
定
試
験
な
ど
の
ス
コ
ア
を
要

件
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
続

く
、
多
言
語
型
の
新
た
な
A
O

入
試
と
し
て
導
入
さ
れ
る
の
が
、

「
国
際
方
式
（
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・

フ
ラ
ン
ス
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・

イ
タ
リ
ア
語
）」
で
す
。
こ
れ
は
、

同
じ
く
国
際
文
化
学
域
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
域
を
対
象
に

同
時
に
新
設
さ
れ
る
「
国
際
方

式
（
デ
ュ
ア
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
と
と
も
に
、
文

学
部
の
特
長
を
生
か
し
た
国
際

方
式
の
第
２
弾
と
い
う
位
置
付

け
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
入

学
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
動
し

て
い
る
「
中
国
語
・
朝
鮮
語
／

キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
」
と
「
デ
ュ

ア
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ

今
な
ぜ
、
英
語
・
ド
イ
ツ

語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ス
ペ

イ
ン
語
・
イ
タ
リ
ア
語
か

　
　私

は
国
際
文
化
学
域
で
教
え

る
よ
う
に
な
っ
て
５
年
経
ち
ま

す
が
、
英
語
だ
け
で
な
く
そ
れ

以
外
の
言
語
に
興
味
の
あ
る
、

多
言
語
志
向
と
も
い
う
べ
き
受

験
生
が
増
え
て
い
る
の
を
感
じ

て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

加
速
す
る
中
で
、
高
校
生
も
多

様
な
言
語
に
興
味
・
関
心
を
向

け
始
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
文
部
科
学
省
の
統
計
に

よ
る
と
、
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン

ス
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
イ
タ
リ

ア
語
を
第
一
外
国
語
も
し
く
は

第
二
外
国
語
（
多
く
は
選
択
科

目
）
の
授
業
と
し
て
設
置
し
て

い
る
高
校
は
、
2
0
1
5
年
で

約
4
5
0
校
、
そ
こ
で
学
ぶ
生

徒
は
約
1
7
0
0
0
名
に
上
り

ま
す
。

国
際
文
化
学
域
は
、
英
米
文

学
専
攻
・
西
洋
史
学
専
攻
・
文

化
芸
術
専
攻
の
3
つ
の
専
攻
で

構
成
さ
れ
、
学
域
に
入
学
し
た

学
生
は
2
年
次
進
級
時
に
専
攻

を
選
ぶ
形
と
な
り
ま
す
。
国
際

文
化
学
域
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
か
ら
芸
術
・
文
学
・
歴
史
・

思
想
と
い
っ
た
人
間
文
化
・
社

会
の
多
岐
に
渡
る
研
究
を
テ
ー

マ
に
し
て
お
り
、
英
語
・
ド
イ

ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ス
ペ
イ
ン

語
・
イ
タ
リ
ア
語
圏
の
研
究
を

は
じ
め
、
多
様
な
専
門
分
野
を

持
つ
教
員
が
在
籍
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
学
域
で
す
。
こ
の
よ
う
な

学
域
の
特
性
を
反
映
す
る
形
で
、

多
様
な
言
語
、
国
・
地
域
に
関

心
を
持
つ
学
生
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
昨
年

度
の
英
米
文
学
専
攻
の
卒
業
生

の
中
に
は
、
ド
イ
ツ
留
学
を
活

か
し
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
ド

イ
ツ
の
劇
作
家
に
与
え
た
影
響

に
つ
い
て
卒
業
論
文
を
執
筆
し

た
学
生
が
い
ま
す
。
私
の
ゼ
ミ

で
も
、
英
米
文
学
を
志
し
な
が

ら
も
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
文
化
に
も
深
い
関
心
を
持
ち
、

フ
ラ
ン
ス
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
留

学
し
て
い
る
学
生
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
多
言
語
志
向
の

学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と

い
う
の
が
今
回
の
新
方
式
設
置

の
目
的
で
す
。
多
言
語
志
向
の

学
生
が
増
え
る
こ
と
は
、
学
生

の
学
び
の
質
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
い
う
意
味
で
、
大
学
側
か

ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
多
言
語
志
向
の
学

生
は
語
学
習
得
に
積
極
的
な
だ

け
で
な
く
、
大
学
で
の
学
び
、

留
学
、
そ
し
て
卒
業
後
の
進
路

に
つ
い
て
も
、
多
様
か
つ
実
に

明
確
な
目
的
意
識
を
持
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

２
年
次
か
ら
の
留
学
を

目
指
し
て

国
際
方
式
（
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・

フ
ラ
ン
ス
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
イ

タ
リ
ア
語
）
に
は
、
連
動
す
る

特
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
入
学
後
の
留
学
出
発

時
期
を
で
き
る
だ
け
早
め
る
と

い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
文
学

部
で
は
例
年
、
学
年
当
た
り
で

は
全
体
の
約
３
分
の
１
に
相
当

す
る
約
3
5
0
名
が
海
外
留
学

※
１
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
数
は
本
大
学
14
学
部
の
中
で

も
最
多
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
留

学
期
間
と
し
て
最
も
望
ま
し
い

と
私
が
考
え
る
の
は
、
前
期
か

ら
に
せ
よ
後
期
か
ら
に
せ
よ
２

年
次
か
ら
の
１
年
間
で
す
。
就

職
活
動
に
影
響
が
な
い
だ
け
で

な
く
、
ゼ
ミ
や
卒
業
論
文
に
も

じ
っ
く
り
取
り
組
め
、
留
学
か

ら
得
た
も
の
を
大
学
後
期
の
学

び
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
、
ひ

い
て
は
学
内
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
た
だ
し
、
留
学

す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
年
度

の
応
募
時
点
で
語
学
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
英
語

以
外
の
言
語
を
入
学
後
に
学
び

始
め
る
多
く
の
学
生
に
と
っ
て

は
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ

ツ
へ
の
本
格
的
な
留
学
（
ア
ド

バ
ン
ス
ト
型
）
に
必
要
な
語
学

要
件
を
1
年
次
前
期
の
時
点
で

取
得
す
る
の
は
な
か
な
か
困
難

で
す
。
そ
の
点
、
高
校
時
代
に

こ
う
し
た
英
語
以
外
の
言
語
を

あ
る
程
度
学
び
、
大
学
入
学
時

点
で
既
に
基
礎
力
の
あ
る
学
生

は
、
A
O
入
試
合
格
後
か
ら
１

年
次
前
期
に
か
け
て
、
交
換
留

学
を
目
標
に
お
い
て
語
学
学
習

を
継
続
す
る
こ
と
で
、
１
年
次

の
交
換
留
学
の
募
集
ま
で
に
必

要
な
語
学
要
件
を
十
分
に
満
た

高
校
生
の
多
言
語
志
向
に
応
え
た
い

英語だけでなくドイツ語、フランス語、スペイン語、イタリア語のいずれかを、高
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す
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

※
１　

立
命
館
大
学
に
は
全
学
募
集
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
型
（
初
級
で
４
週
間
）、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
型
（
中
級
で
２
週
間
か
ら

１
年
間
）、
ア
ド
バ
ン
ス
ト
型
（
上
級
で

１
セ
メ
ス
タ
ー
か
ら
２
年
間
、
交
換
留

学
も
こ
こ
へ
入
る
）
の
３
タ
イ
プ
が
あ

る
他
、学
部
独
自
の
も
の
が
あ
る
。

出
願
要
件
ク
リ
ア
は

高
校
時
代
の
学
び
で
十
分
、

入
学
後
の
制
約
も

あ
り
ま
せ
ん

英
語
を
除
く
各
言
語
の
出
願

要
件
は
、
高
校
で
の
3
年
間
を

通
し
て
週
２
、
３
時
間
学
ん
で
い

れ
ば
ク
リ
ア
で
き
る
水
準
で
設

定
し
ま
し
た
。
A
O
入
試
で
重

視
す
る
の
は
志
望
動
機
や
志
願

理
由
で
す
。
第
１
外
国
語
と
し

て
多
様
な
言
語
を
学
ん
だ
高
校

生
の
み
な
ら
ず
、
第
２
外
国
語

や
選
択
科
目
と
し
て
ド
イ
ツ
語
・

フ
ラ
ン
ス
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
イ

タ
リ
ア
語
に
興
味
を
持
っ
た
皆

さ
ん
に
も
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
選
ん

だ
言
語
に
関
連
す
る
専
攻
に
進

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

制
約
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ

も
文
学
部
の
学
び
は
、
各
専
攻

の
垣
根
が
低
い
柔
軟
な
設
計
に

特
徴
が
あ
り
、
卒
業
論
文
や
ゼ

ミ
を
中
心
と
す
る
専
門
科
目
以

外
は
他
学
域
や
他
専
攻
に
開
放

さ
れ
て
い
る
科
目
が
多
く
、
開
講

科
目
の
約
80
％
は
学
域
を
超
え

て
学
部
全
体
で
開
講
さ
れ
て
い

ま
す
。
入
学
後
、
様
々
な
授
業

を
受
け
な
が
ら
、
研
究
テ
ー
マ
や

将
来
の
進
路
を
具
体
的
に
見
定

め
て
い
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

中
学
・
高
校
時
代
に
第
２
外

国
語
ま
で
学
ぼ
う
と
い
う
生
徒

さ
ん
の
中
に
は
、
国
際
系
学
部

や
外
国
語
大
学
へ
の
進
学
を
考

え
ら
れ
る
人
も
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
言
葉
を
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
で
人
文
学
を
学
ぶ
た

め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
捉
え
る
人
に

と
っ
て
、
本
学
部
は
最
適
だ
と

思
い
ま
す
。
外
国
語
“
を
”
学

ぶ
と
い
う
よ
り
も
外
国
語
“
で
”

学
ぶ
と
い
う
発
想
で
す
。
外
国

語
教
育
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
定

の
語
学
力
を
有
す
る
人
（
既
修

者
）
の
た
め
の
既
修
者
対
応
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
設
置
し
て
い
ま
す
し
、

総
合
大
学
の
強
み
を
生
か
し
た

豊
富
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ

り
ま
す
。
加
え
て
、
90
年
に
亘
っ

て
積
み
重
ね
て
き
た
専
門
分
野

は
実
に
多
様
で
、
充
実
し
て
い
ま

す
。
専
攻
に
所
属
し
専
門
領
域

に
つ
い
て
学
ぶ
一
方
、「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
副
専
攻
」（
デ
ジ
タ
ル
人

文
学
コ
ー
ス
と
英
語
ア
ド
ヴ
ァ
ン

ス
ト
コ
ー
ス
が
あ
る
）
や
、中
国
、

韓
国
、マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ハ
ワ
イ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
で

の
海
外
研
修
、
ペ
ナ
ン
（
マ
レ
ー

シ
ア
）
や
広
州
（
中
国
）
で
の
海

外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
開
設
さ
れ
て
お
り
、
学
際

的
で
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
高
い
テ
ー

マ
に
つ
い
て
も
学
べ
ま
す
。ま
た
、

中
学
・
高
校
の
教
員
免
許
も
多

く
の
教
科
で
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
も
特
徴
で
す
。
本
学

部
は
、
伝
統
的
な
学
び
と
新
し

い
動
向
を
反
映
し
た
学
び
、
専

門
性
と
柔
軟
性
と
の
バ
ラ
ン
ス

が
実
に
よ
く
取
れ
て
お
り
、
そ

れ
は
多
方
面
の
就
職
に
強
い
と

い
う
進
路
状
況
に
も
表
れ
て
い

ま
す
。

多
言
語
を
学
ぶ
こ
と
で
自
分

の
可
能
性
を
広
げ
、
多
様
な
文

化
に
触
れ
合
う
こ
と
で
自
分
な

り
の
価
値
観
を
育
て
た
い
と
考

え
る
前
向
き
な
高
校
生
に
、
ぜ

ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
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